
　成田空港では、Ｂ滑走路（暫定平行滑走路、
2180 メートル）を北に延ばして 2500 メートルにす
る計画が急ピッチで進んでいます。延伸工事は住
民が慣れ親しんだ入り会い地「東峰の森」を破壊
して進められ、成田国際空港会社は当初の予定よ
りも半年早く今年 10 月には供用を開始するとして
います。
　わたしたちは、成田空港をめぐり何が起こってい
るかを検証し、社会に訴え、問題解決に取り組む
プロジェクトの発足を広く呼びかけます。当面、次
のような取り組みを進めたいと考えています。

（1）Ｂ滑走路の 2500 メートルへの延伸とその 10
月供用に対して、人権・生存権や環境、安全性
の観点から問題点を明らかにし、声明を出した
り国土交通省や成田空港会社に申し入れるなど
の運動を行ないます。

（2）成田空港の現状や問題点を広く市民に知らせ
るための映像表現やネットを使った活動を行いま
す。

（3）航空機事故、騒音・低周波被害、環境汚染、
グローバル社会のなかでの空港といったテーマ
についての研究会・学習会を開催します。

　もしＢ滑走路が 2500 メートルに延伸されるなら
ば、ジャンボのような大型機が離着陸することにな
り、空港会社は年間の発着回数を 2 本の滑走路を
合わせて現在の 20 万回から当面は 22 万回に、最
終的には 30 万回に増やすと言っています。Ｂ滑走
路の南端には農を営む人びとが暮らしており、いっ
そうすさまじい騒音と排気ガスが、さらにはさまざ
まの事故の危険性がその人びとを襲うことになりま
す。これは、現地で生活する人びとに対するあから
さまな人権や生存権の侵害であると言わねばなり
ません。
　空港会社は、公団を引き継いでいるわけですか
ら、公団が現地や周辺の住民、反対同盟と取り交
わした約束や協定を誠実に守らなければならない
立場にあります。そうした約束を反故にしながら、
Ｂ滑走路の延伸を強行し、また全国の一坪共有者
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に権利返上を求める動きを強めていることは、許し
がたい行ないです。
　さらに見逃せないのは、空港会社が 3 月にＡ滑
走路で起きた米フェデックス貨物機の炎上事故を
理由にして、大型機が飛べるようにＢ滑走路の延
伸を早め安全運航につなげると言っていることで
す。初めての死者を出したこの事故は、開港前か
ら問題視されていた空港立地の地理・気象条件そ
のものを根本的に再検討するべき必要性を示して
います。こうしたことをまったく顧みず滑走路の延
伸と発着回数の増大だけを追求するのは、安全性
無視もはなはだしい態度です。
　いま地球温暖化をはじめ地球環境問題が重要な
課題になっているとき、石油燃料を大量消費して
ＣＯ２などの排気ガスを撒き散らす航空機をどんど

ん増やしてよいのでしょうか。こうした視点からも、
空港の拡張・新設や滑走路の増設・延伸が問い直
されるべきです。
　私たちは、成田空港をめぐる多くの矛盾や問題
点があらためて浮き彫りになっている現在、現地で
暮らす住民、空港利用者を含む市民、社会運動や
ＮＧＯに関わる人びとが一緒になって成田空港のも
たらす問題を考え、社会に広く訴えるための活動を
始めたいと思います。
　みなさんの積極的な参加と協力を呼びかけます。
　つきましては、この呼びかけの呼びかけ人になっ
てくださる方（3000 円）、賛同してしてくださる方

（1000 円）を募集します。
　郵便振替用紙にご記入の上、お申し込みくださ
い。また、カンパもよろしくお願いします。
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